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【編集後記】   二 宮 治 彦 （編集長） 

 

今号は、筑波医療科学 TJMS の創刊から、ちょうど

１年目の発刊となりました。この１年間、当初の計画

通り、年間３号の発行をしました。しかし、ＴＪＭＳの発

行が息切れしているのは、本号の目次を見れば明白

となってしまいました。 

ＴＪＭＳと同様に、医療科学主専攻の教員が開設す

る総合科目もまた、２年目を迎えました。この総合科

目の科目開設責任教員である浦山修教授に１年間を

振り返って【解説】していただきました。１年間の積み

重ねの結果である１９９の質問集は、圧巻です。こち

らは息切れすることなく、平成１７年度からは、「医療・

生命科学とテクノロジーI, II, III」と、発展的改名も果た

して、学期完結形式で開設されます。多少、履修しや

すくなっています。医療科学主専攻の学生の多くが履

修されることを期待しています。実は、昨年度、看護・

医療科学類からの履修が少なかったのに驚きまし

た。                      

【総説】は、１回生のＦクラス担任でもある、中村二

郎助教授に「検査のこと－機械化」と題した寄稿を頂

きました。臨床検査技師という資格・仕事を、学生

個々に考えながら進んでください。 

ところで、臨床検査技師の国家試験、2005 年度は

全国平均で７５．２％の合格率でした。看護師や医師

の国家試験合格率が９０％前後であることからすると、

難しい国家試験といえます。準備、怠りなく。 

【MedTec Forum】では、３回生の E クラス担任にな

った、東野英利子助教授に「３回生オリエンテーション

から」と題して寄稿いただきました。 

【MedTec Gallery】では、やはり３回生の F クラス担

任になった、三好浩稔講師にオリエンテーションから

写真をお寄せいただきました。【編集者への手紙】は、

在学類生からの投稿を期待していましたが、残念な

がらありませんでした。 

本号のカバー写真は、３回生のオリエンテーション

から、です。新入学生の輝く眼差しが印象的です。 

できれば、１年以内にＴＪＭＳで、またお目にかかる

ことを期待しますが・・・・、寄稿次第です。それまで、

各位のご活躍をお祈りいたします。 
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